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第 2回多治見市役所新庁舎利活用市民会議 会議録 

日  時 令和６年９月 10 日（金）午後６時 00 分～午後８時 00分 

会  場 多治見市役所駅北庁舎４階大ホール 

出席委員 
谷口まち子委員（委員長）、柴田陽一郎委員（副委員長）、加藤孝春委員、後藤紘代委

員、丹羽智子委員、田平沙織委員、石川雄也委員、大月直子委員 

欠席委員 渡邉直美委員 

参加職員 税務課山本主任、秘書広報課荻原主任、保険年金課安藤主事 

事務局 

多治見市：柚木崎総務部長、福田総務部次長、長谷川新庁舎建設事務局長、 

     山本課長代理、今川課長代理、中村総括主査、佐藤主任 

株式会社アール・アイ・エー：３名 

傍聴人 ２名 

報道機関 １社 

会議結果 要旨 

１．多目的空間には、他市にはない「多治見らしさ」が必要であるという共通した意見が出され

た 

議事 次第 

１．開会  

２．事務局あいさつ 

３．第１回市民会議の振り返り 

４．グループワーク 

５．発表 

６．その他の質疑応答・意見交換 

７．今後の予定 

８．閉会 

グループワークにおける主な意見 

１．主なグループワーク結果 

 ・３班に分かれてグループワークを実施した。 

 ・第１回と同様、職員目線での意見を求めるべく本市若手職員３名がオブザーバー的立場で参

加し、委員と意見交換を行った。 

 ・多目的空間において、「いつ／だれと／何をしたいか」を短冊に書き出し、グループ内の共

通する意見や面白いアイディアなどを１コママンガとして３案にまとめた。 

 ・「いつ／だれと／」利用し合いかという、より具体化したイメージを持つことで多目的空間

の運用につながる意見交換が行われた。 

 ・全てのグループにおいて、多目的空間には、他市にはない「多治見らしさ」が必要であると

いう共通した意見が出された。 
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グループワークにおける主な意見 

 

２．グループワークの様子 
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 ■グループＡ（グループワーキングと発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■グループＢ（グループワーキングと発表） 
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 ■グループＣ（グループワーキングと発表） 
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■グループＡ 

用水広場から市役所で一休み、ギャラリーを見て多治見を感じる 

 休
日
／
家
族
と
／
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
で
買
っ
た
ラ
ン
チ
や

お
や
つ
を
飲
食
ス
ペ
ー
ス
で
食
べ
る 

休
日
／
友
人
と
／
用
水
広
場
の
お
祭
り
の
後
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
展
示
を
見
て
、
イ
ン
ス
タ
ス
ポ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
る 

休
日
・
平
日
・
長
期
休
み
／
子
供
と
・
家
族
と
／
雨
が
降

り
始
め
た
の
で
、
市
役
所
内
に
避
難
し
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

の
ケ
ン
ケ
ン
パ
廊
下
で
遊
ば
せ
た 

多治見を感じるカフェ、多様の市民、一日中食事をする 

 休
日
に
／
家
族
と
／
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る 

昼
休
み
／
一
人
で
・
同
僚
と
／
ラ
ン
チ
を
食
べ
る 

休
日
／
家
族
と
／
障
が
い
者
が
働
い
て
い
る
カ
フ
ェ
に
行

く 

議場も会議もみんな使える図書・学習スペースで思い思いに過ごす 

 平
日
／
利
用
者
と
／
店
番
を
す
る 

休
日
／
県
外
か
ら
遊
び
に
来
た
友
人
家
族
と
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
た
り
観

光
情
報
を
え
て
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
る 

い
つ
で
も
／
だ
れ
で
も
／
マ
ッ
チ
ン
グ
情
報
を
見
る
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

見
る 

放
課
後
／
友
達
と
／
勉
強
・
自
習
す
る 

夕
方
／
習
い
事
帰
り
の
息
子
と
／
ま
ち
あ
わ
せ
す
る
・
こ
ど
も
は
広
場
で

遊
ぶ
か
本
を
読
ん
で
い
て
少
し
何
か
一
緒
に
食
べ
て
帰
る 

夏
休
み
・
冬
休
み
・
放
課
後
／
高
校
生
・
中
学
生
友
達
同
士
／
議
場
を
学

習
ス
ペ
ー
ス
に
配
置
換
え
し
、
受
験
勉
強
に
邁
進
す
る 
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■グループＢ 

土日に 誰でも 「多治見を楽しむ」イベントをする 

 い
つ
で
も
／
だ
れ
で
も
／
多
治
見
ス
イ
ー
ツ
食
べ
比
べ
会
・
お
茶

会 い
つ
で
も
／
子
育
て
世
代
・
ど
の
世
代
で
も
／
多
治
見
な
ぞ
と
き

⁉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ク
イ
ズ
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

暖
か
い
季
節
・A

M

～
お
昼
・
涼
め
る
・
休
憩
で
き
る
／
子
育
て

世
代
・
虫
に
詳
し
い
人
・
お
弁
当
・
カ
フ
ェ
・
飲
食
の
方
／
虎
渓

用
水
生
き
物
探
し→

ラ
ン
チ
・
熱
い
中
楽
し
ん
だ
後
多
目
的
空
間

で
ゆ
っ
く
り
休
め
る
！ 

年
中
問
わ
ず
／
子
育
て
世
帯
／
虎
渓
用
水
広
場
に
て
生
き
物
探
索 

平日に 市民と職員が 井戸端会議をする 

 昼
休
み
・
昼
休
憩
／
市
民
の
方
／
井
戸
端
会
議
・
多
治
見

を
豊
か
に
す
る 

平
日
日
中
に
／
病
院
帰
り
の
お
年
寄
り
／
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
認
知
症
予
防
や
健
康
増
進 

平
日
／
世
代
が
違
う
方
／
情
報
交
流
・
情
報
共
有 

災害時に 誰でも 安心を得る 

 台
風
の
時
／
避
難
民
・
帰
宅
難
民
が
／
安
心
し
て
一
夜
を

過
ご
す 

災
害
時
／
誰
で
も
／
情
報
収
集
や
充
電
・W

i

－F
i  
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■グループＣ 

好きな時に ひとりで 作業する＋A 

 い
つ
で
も
／
ひ
と
り
で
／
作
業
や
仕
事
が
で
き
る 

平
日
の
学
校
帰
り
／
ひ
と
り
で
／
自
習
・
多
世
代
・
他
校

の
学
生
と
勉
強
・
交
流 

長
期
休
み
（
夏
休
み
・
冬
休
み
）
／
ひ
と
り
で
／
一
研

究
・
一
作
品 

出
勤
前
・
お
昼
休
み
・
退
勤
後
／
ひ
と
り
で
／
ひ
と
り
で

ゆ
っ
く
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
・
お
昼
寝
・
囲
わ
れ
た
ス
ペ

ー
ス 

休日に 友人・家族と お食事・おしゃべり 

 休
日
の
夜
／
地
元
の
友
人
と
／
食
事
会
・
飲
み
会 

お
昼
休
み
／
同
期
と
／
カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
く
り
す
る 

休
み
の
日
／
家
族
と
／
多
治
見
の
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

比
べ
・
食
べ
歩
き 

午
後
の
ひ
と
と
き
／
友
達
と
／
軽
い
軽
食
・
な
ご
や
か
な

空
間
に
す
る 

休
み
の
日
に
／
仲
間
と
／
お
し
ゃ
べ
り
・
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
な
が
ら 

夕方～夜 大勢が イベントorセミナー参加 

 い
つ
で
も
／
一
人
で
も
／
啓
発
さ
れ
る
様
な
空
間
に 

平
日
の
夕
方
～
夜
／
ま
ち
の
人
た
ち
や
来
訪
さ
れ
た
人
た

ち
と
／
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
（
大
人
数

で
）
開
催
す
る 

休
日
の
昼
間
／
遠
方
か
ら
来
た
友
人
や
家
族
と
／
ま
ち
の

お
み
や
げ
が
買
え
る
・
情
報
を
知
れ
る
（
文
化
・
歴
史
） 


